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Ⅰ．研究の目的
　幼児教育と小学校教育との学びの連続性や教育理念の
一貫性については，長年にわたり重要な課題として考え
られている。『幼児期から児童期の教育』（２００１）で幼児
期と児童期をつなぐ「協同的な学び」の概念が導入され，
目的や目標を共有して，遊びや活動する体験は双方の教
育活動の関連性と連続性をもたらすものと考えられ，そ
の推進が求められてきた。平成２９年３月に文部科学省等
により改訂（改定）された幼稚園教育要領，幼保連携型
認定こども園保育・教育要領，保育所保育指針，小学校
学習指導要領等において，子どもの中に育つ力として「資
質・能力の３つの柱」が示され，その資質・能力の育成
が求められている。幼児教育を土台に小学校以降の教育
につなぐ学びの在り方として，子どもの学びが「主体的・
対話的で深い学び」となることが重要とされている。主
体性の発揮と対話的な学び合いは，子どもが自己の興味
関心をもち，思考・表現を通して他者やもの・こととか
かわり合い，学んでいく「協同的な学び」と重なりが深
いと考える。平成２９年度告示の幼稚園教育要領等に示さ
れた「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の「思考
力の芽生え」「協同性」等の観点が示されており，幼小接
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抄録：本論文では，幼小接続期（５歳児後期から小学校１年１学期）の子どもの事例をもとに，思考
の過程における協同性とは何かを明らかにすることを目的とした。事例に見られた協同性の姿をコー
ディングし，３８の小カテゴリーに整理した。さらに，それらを以下の８つの大カテゴリー，「Ⅰ　関
心をもつ」，「Ⅱ　一緒にかかわり合う」，「Ⅲ　感じ合う・共感する」，「Ⅳ　イメージや考えを共有す
る」，「Ⅴ　自分の思いや考えを伝える」，「Ⅵ　提案する」，「Ⅶ　仲間意識を高めて関係性を広げる」，
「Ⅷ　多様なつながりをもつ」にまとめた。８つの大カテゴリーは，互いに関連しており，友達，ま
たはもの・ことへの関心をもとに，情動の共有が生まれ，イメージや考えを言葉により共有すること
を通して，願いや目的が生じて実現に向かっていく方向性が見られた。
キーワード：思考，協同性，幼小接続期
Abstract：This report aimed to clarify children’s colaborative thinking process during the period of transition 
from kindergarten to elementary school, by analyzing episodes of children’s play. We coded a document that 
recorded children’s colaborative discussion and behavior during play episodes and identified 38 codes. These 
38 codes were divided into the folowing eight categories: 1. To become interested in friends and their 
activities; 2. To have relationships with one another; 3. To feel enjoyment and sympathize with one another; 4. 
To share their images and ideas with friends; 5. To describe their own images and ideas in words; 6. To suggest 
ideas to their friends; 7. To develop a feeling of felowship and build group relationships; and 8. To think about 
issues from a wide range of viewpoints. These eight categories are connected, i.e., becoming interested in 
friends and their activities triggers intimate relationships, while sharing images and ideas in words helps 
children actualize the aim of activities.
Keywords：thinking, colaboration, transition, kindergarten, elementary school
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続期，それ以降の学校教育においても，子どもの学びの
連続性を意識することがさらに強く求められていること
がわかる。
　また，学校現場においても幼児教育と小学校教育では，
現在に至るまで，幼小連携活動の取り組みや幼小接続期
のカリキュラム作り（アプローチカリキュラム，スター
トカリキュラムなど），また合同研修による幼小の相互理
解などの工夫が進められてきている。しかし，一方では
幼小間での教育環境や教育観に見られる学びの見方や考
え方の違い，教育方法の違いによる相互理解の難しさは
まだまだ見られ，連続性の課題は残されている。子ども
が小学校生活に慣れるという生活の適応指導としての接
続や連続性のみならず，子どもの内面の育ち・学びの連
続性について，子どもの思考や協同的な学びに目を向け
て幼小の教育に生かす教育観，教育環境や教育方法の見
直しを考えることも大切な視点なのではないだろうか。
１．幼小接続期の子どもの思考
　１）幼児期の思考力の発達に関する先行研究
　幼児期の思考力の発達について，内田・津金（２０１４）は，
３歳児，４歳児，５歳児の事例分析をもとにして，幼児期
における論理的な思考力の発達の様相について述べてい
る。内田・津金（２０１４）は，自発活動としての遊びを通
して論理的思考力が育まれると考え，「環境事象を自分な
りの身体感覚で捉え，生活体験と結びつけて因果的な認
識をするという生活概念レベルの論理的な思考をしてい
ること」を明らかにした。発達段階の特徴をとらえるた
めに６つの論理的思考の分類規準を設定している。その
際，幼児期には，周りの人とのつながり，関係性などか
ら考えようとする「人との関係性」の観点を新たに加え
る必要性を示し，幼児が人とのかかわり合いを通して思
考を広げ深めていることを重要視している。この研究を
もとに，藤谷（２０１６）は，５歳児の発達過程に着目し，
協同性の発達における論理的思考力について，子どもの
メタ認知的能力の発達との総合的なとらえが大事だと述
べている。子ども同士がやりとりの中で，イメージの共
有や再思考，振り返りなど論理的思考力をさらに高めて
いくことについて述べ，協同性の発達との関連性につい
て，さらなる検討の必要性を示している。
　また，佐藤（２０１８）は，幼児の思考力の深化過程にお
いて，創造的思考力，批判的思考力（真実の追求），ケア
的思考力（共感的思考力）が働き，幼児がモノや仲間と
対話することにより，新たな思考の枠組みを創出してい
くことを主張している。仲間との対話という協同的な関
係が思考の深化に結びついていると述べている。
　以上の研究より，幼児期の子どもの思考力の発達，つ
まり，もの・ことについて，自分なりの視点による考え
をもったり，振り返ったり，新たな考えをつくり出した
りしていくという，思考の過程に人とのかかわり，その
関係性が重要な影響を与えていることが明らかにされて
きている。では，幼児期からつながる接続期の小学校１
年生ではどうであろうか。
　２）幼小接続期における思考と協同性に関する先行研
究
　幼小接続期の子どもの思考に視点をあてた研究では，
次のように考えられている。福元（２０１４）は，幼児期か
ら児童期において，直接的・具体的な対象との関わりを
支える「言葉」と「表現」の役割を重視した点で，学び
の再構想がなされていると述べている。「言葉」と「表
現」を媒介に「気付きや思考を深める」探究的な経験が，学
びの経験に位置づけられると述べ，今後，どのような言
葉や表現によって思考を高める協同性がもたらされるの
かを考えたカリキュラム構想の必要性を課題にあげてい
る。
　塩野入（２０１６）は，「生活的概念」と「科学的概念」
の発達から幼小接続期の子どもをとらえ，対象との「ケ
アリング」の関係性の大切さを示している。幼小接続期
の子どもは，生活的概念と学校教育における科学的概念
の間に生じるずれを感じ，関心をもち知ろうとすること
により，子どもは学びをつないでいると述べている。つ
まり，自分の経験や知識をもとに思考することにより，
新たな考えをつくり出そうとしていることがわかる。
　角谷・井上（２０１５）は，幼児期と小学１年生の「段
差」として，「認知的段差」があることによって，小学１
年生が幼児期に培った身体・感覚的な学びをもとに「規
則性やパターンの発見とその言語化」に積極的な取り組
みを見せることを示している。
　また，協同性について，太田（２０１７）は，振り返りに
よるメタ認知の研究より，５歳児になると，教師との対
話や他児との協同的な活動によってメタ認知が蓄積され
ると述べている。そして，メタ認知の発達を促す対話的
なかかわりや協同的な活動（学習）の振り返りが，気付
きの共有や深まりとなり，創造的な学びに展開すると述
べ，これが幼小接続期の教育の共通の営みであると示し
ている。前述した藤谷の示す幼児のメタ認知能力を生か
した論理的思考力と協同性との関連性とも重なる。
　接続期の学びのあり方について，松嵜（２０１８）は，幼
児教育の学びを生かした小学校教育のあり方を検討して
いる。幼児期から育っている姿の可視化が幼小接続には
必要であると述べている。つまり，子どもがどのような
思いや考えをもっているのか，人やもの・こととどのよ
うにかかわろうとしているのかを丁寧に見ていくことに
より，子ども自身が学びのつながりに生かしていけると
示している。幼小接続期には，特に目に見えない子ども
の思考の過程と人とかかわり協同性を育んでいる姿を重
№３４ ６７
ねて見る大切さがあると考える。
　以上の研究から，幼小接続期の子どもは，生活，遊び，学
習の中で，学びの連続性をもっていることがわかる。幼
児教育と小学校教育の間で，このような子どもの姿を十
分に理解し合うには，それぞれの子どもの思考，協同性
の姿を言語化，可視化した上での理解をさらに進めてい
くことが求められているのではないだろうか。
　３）思考の過程と協同性
　先行研究から，子どもの思考の過程において，人（友
達や保育者，教師）と共に，もの・こととかかわり合う
ことで，思考を広げ深めていることは明らかにされてき
ている。しかし，子どもの思考する過程において，どの
ような協同性の姿が，思考の広がりや深まりに影響して
いると考えられるのか，具体的な子どもの姿を見ていく
ことが必要だと課題もあげられている。
　そこで，本稿においては，幼児期から児童期，特に幼
小接続期の思考の過程における協同性について明らかに
することを目的とする。
Ⅱ．研究内容・方法
１．研究の内容
　幼小接続期の子どもの思考の過程における協同性に視
点をあて，事例分析を行う。各事例について，子どもが
発した言葉や動き，表情，やりとりについての記録など
から，「思考」と「協同性」を読み取ることができる姿を
とらえていく。本稿においては，「気付く・考える・表現
する姿」から思考の過程をとらえる。また，「協同性」に
ついては，人とかかわり合う姿としてとらえていくこと
にする。これらの２つの視点でとらえた姿について，幼
小接続期の子どもの思考する過程における協同性とは何
かということを明らかにする。
　事例は，以下に示す研究紀要等における幼小接続期（幼
児期５歳児９月〜３月，児童期小学１年生４月〜７月）
の中から，１９事例（５歳児　１３事例，幼小合同　４事例，
小学１年生　２事例）を対象に取り上げる。
・鳴門教育大学附属幼稚園研究紀要第４５集『幼小接続
の教育課程開発－遊誘財がひきだす科学的思考－』
（２０１１）
・鳴門教育大学附属幼稚園研究紀要第４６集『幼小接続
の教育課程開発－遊誘財がひきだす科学的思考Ⅱ－』
（２０１２）
・鳴門教育大学附属幼稚園研究紀要第４７集『幼小接続
の教育課程開発－遊誘財がひきだす科学的思考Ⅲ－』
（２０１３）
・佐々木宏子（２００４）『なめらかな幼小の連携教育　そ
の実践とモデルカリキュラム』，鳴門教育大学附属幼稚
園，チャイルド本社
２．研究の方法
　事例の分析方法は，「子どもの気付く・考える・表現す
る姿」と「協同性につながる姿」の２つの視点から，各
事例について，子どもの姿をとらえ，分析する。事例の
質的データの分析方法として，佐藤郁哉（２００８）の「オー
プンコーディング」と「焦点的コーディング」を用いる。
　１９事例における「協同性につながる姿」について，焦
点的コーディングしたものをカテゴリー化する。
図１　事例のオープンコーディング例
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Ⅲ．分析・結果
１．オープンコーディング
　図１の事例『カニ釣り作戦』（鳴門教育大学附属幼稚園，
２０１３）に示すように，「子どもの気付く・考える・表現
する姿」と「協同性につながる姿」の視点でオープンコー
ディングを行った。
　公園の石垣の間にいたカニとの偶然的な出会いが，子
どもの好奇心をふくらませ，どうにかして自分で釣って
みたいと考えを巡らしている。ザリガニ釣りの経験を生
かして，糸で試すが，うまくいかない状況に再び考えを
巡らし始める。その際に，困っていることを言葉にした
り，友達に問いかけたりと，周りの人に助けや協力を求
めるかかわりをしている。また，周りにいた子どもたち
は，困っている友達の言葉や働きかけによって，「どうし
たのだろう」，「何だろうか」と，友達の様子に目を向け
たり，友達の示すものや情報に関心をもったりし始めた。
カニ釣りの体験や知識をもった友達の登場により，カニ
釣りの道具や方法，すみかなどを細かに見聞きして，自
分も試していく姿が見られた。
　さらに一人でいろいろと試すだけでなく，友達と試行
錯誤をしていく中で，自分の考えを伝える，情報を与え
る，問いかけるなど，相手に向けた言葉や行動が増えて
いる。また，相手の友達からの考えの提案や問いかけに
対して，うなずく，同意を言葉にする，認めるといった
応答的なかかわりもしている。
　このように，カニを釣るという目的に向けた思考の中
で，友達とかかわり合うことによって，自分の考えをよ
り明らかに自覚したり，振り返って試したり，また新し
い考えをもったりしていくことを楽しみ，挑戦を続けて
いる。
　このようにして，オープンコーディングしたものをさ
らに，思考や協同性に関して，図２のように焦点的コー
ディングを行った。
　他の１８事例においても，同様の手順により分析した結
果，思考の過程である子どもの「気付く・考える・表現
する姿」と友達とかかわり合う「協同性につながる姿」
には，次のような姿が明らかになった。
２．協同性につながる姿の焦点的コーディングの整理，
カテゴリー化
　「協同性につながる姿」の焦点的コーディングを行った
結果，１３０個（５歳児事例）と９０個（幼小合同保育・
授業事例４３個・１年生事例４７個），合計２２０個のコー
ドが抽出された。焦点的コーディングで見出した「協同
性につながる姿」のコードについて，その意味する内容
をさらに吟味しながら，カテゴリー化を行い，協同性に
ついての３８の小カテゴリーと８つの大カテゴリーを見
出した（表１）。
　カテゴリー化により，子どもが思考の過程で，友達と
かかわり合い，協同的に学んでいこうとすることがわ
かった。また，友達とのかかわりによって，新しい気付
きや疑問をもち，さらに思考していこうとしていたので
ある。思考と協同性が互いに促し合っている具体的な行
動，言葉などを見ることができた。
Ⅳ．考察
１．協同性カテゴリーの８つの大カテゴリーの内容
　分析した結果より，協同性の３８の小カテゴリー，８つ
の大カテゴリーにまとめることができた。ここでは，８
つの大カテゴリーの内容について，考察する。
　１）「Ⅰ　関心をもつ」
　事例の中で，興味や好奇心，関心をもったことから，
もの・ことに対して，かかわり始めていく姿は多々見ら
れた。それと同様に，友達がしていることや発した言葉，
友達同士がかかわり合う雰囲気などに関心を寄せる姿が
見られた。５歳児，小学１年生共に，「じっくり見る」，
「耳を傾ける」という友達や友達のしていることに関心図２　焦点的コーディング『カニ釣り作戦』 
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をもつ姿がよく見られた【１】。（以下，【番号】は，表１
の小カテゴリーを示す）。意識して見聞きすることにより，
考えるきっかけづくりとなっている。また，自由な時間
や空間の中で，自分がかかわりたいと思ったときに仲間
入りをしようとする行動や言葉がけがよく見られた【２】。
例えば，思い思いに芋ほりに夢中になり楽しんでいた事
例の中の出来事である。大きさ比べが友達の間で始まる
と，自分も加わって比べてみようと，芋を持っていき比
べてみたり，「（大きいのが）あった！」などと芋を見つ
けた喜びを表したりしていた。一人ひとり楽しむ雰囲気
の中で，友達の言葉や動きなどの様子に心を動かしてい
る。そして，自分から参加し，また友達にも自然と受け
入れられていた。これは，自由に行き来でき，友達との
安定した関係性の中で行われている。
　子どもたちは，身近な生活や遊び，学習の中で，自分
の体験や知識を揺さぶる出会いを感じたときに，「あれ」，
「なぜ」，「もっと知りたい」，「確かめてみたい」，「考え
てみたい」と，思考しようとする。その際に，友達への
問いかけをして知ろうとしている【３】。先に述べた『カ
ニ釣り作戦』の事例でも読み取ることができた。つまり，
周りの友達や友達のしていることを感じ取って，自分の
世界に受け入れていこうとする姿である。「関心をもつ」
ことは，思考の過程において，能動的なかかわりを生み
出すと考える。
表 １　協同性のカテゴリー
大カテゴリー小カテゴリー
Ⅰ　関心をもつ
【１】友達のしていることをじっくり見たり、言葉や情報に耳を傾けたりする
【２】友達の言葉や行動におもしろさを感じて仲間入りしようとする
【３】友達のしていることに興味をもち、問いかけて知ろうとする
Ⅱ　一緒にかかわり合う
【４】一緒に見つけたり合わせて行ったりする楽しさや喜び、期待感を感じ合う
【５】友達に誘いかけ、一緒にしようとする
【６】うまくいかない状況を笑いで和ませる
【７】友達とわかり合おうとするが、もどかしさを感じる
【８】参加したい意思を察して、関係づくりの手助けをする
【９】友達の参加を断る
Ⅲ　感じ合う
　　共感する
【１０】親しい人やクラスの友達に思いや気付きを伝えたい思いを強くもつ
【１１】友達と緊張感や安心感など互いの思いや考えを感じ合う
【１２】友達の表現に自分のイメージと重ねて感じる
【１３】友達と達成感、自信を互いに感じて喜び合う
Ⅳ　イメージや考えを共有する
【１４】自分と異なる友達の考えにふれ、自分の考えを伝えながら、互いに追求していこうとする
【１５】友達と目的や手順、方法の見通しをもったり確かめて行ったりする
【１６】友達と共有したイメージや具体的な考えをもとに分担して進め、実現しようとする
【１７】友達とファンタジー世界の共有を楽しむ
【１８】イメージの共有から、遊びのリアリティーを高めることを楽しむ
【１９】友達と疑問や不思議さ、考えや情報を言葉で伝え、共有しようとする
【２０】友達と知っていることや気付きを認め合い、実現していこうとする
【２１】友達と思いや考えをもち続け、挑戦や新たな課題への追求を楽しもうとする
Ⅴ　自分の思いや考えを伝える
【２２】友達と異なる自分の考えを強く主張したりぶつかったりする
【２３】自分の考えや困難なことなどを説明したり、相談したりして、協力を求める
【２４】友達に自分の考えに合う言葉で伝える
【２５】友達に自分の考えの理由を伝えたり、わかりやすく説明したりする
【２６】友達の考えを理解しながら、自分の考えの予測や理由を入れ、相手にわかりやすく応答をする
【２７】友達を受け入れながら、異なる自分の思いを和やかに伝え、わかってもらおうとする
Ⅵ　提案する
【２８】友達に考えを提案して、一緒に実現していこうとする
【２９】友達に考えを提案して、理解や賛同を求めたり、理解を促したりする
【３０】友達に考えを提案し、問いかける
【３１】友達のイメージや考えのよさを理解したり生かしたりしながら、提案する
【３２】友達の提案を理解して同意を示したり、気付きを周りの人に広めたりする
Ⅶ　仲間意識を高めて関係性を広げる
【３３】友達のイメージや考えのよさを生かして、自分のイメージや考えを広げる
【３４】友達と根気強く挑む
【３５】友達と自分たちのつくった共有の物、場として仲間意識を感じ合う
【３６】友達と仲間意識を感じ、楽しみを共有したり組の一人としての自分を実感したりする
【３７】友達とがんばりを認めたり信頼感を感じ合ったりし、仲間と達成していく喜びを感じる
Ⅷ　多様なつながりをもつ【３８】自分と周りの世界、過去と未来のつながりに親しみを感じる
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　２）「Ⅱ　一緒にかかわり合う」
　関心をもったことに子どもはかかわり始めようとする。
そのときに，友達の存在が大きく影響していることは，
事例から理解していくことができた。積み木の形を考え
ながら並べていたとき，並べ方や数などについて，つぶ
やいたり友達の積み方を見たりし，一緒にしていること
への楽しみを増し，期待して作っていこうとする姿が見
られた。後に，一人だけでは見出すことができなかった
かもしれない形のおもしろさや規則的な構成の美しさに
友達とかかわり合うことで出会っていく姿が見られた。
友達と親しみや仲間意識を感じ，近い存在として感じて
いる関係性の中では，自分もかかわろうとする行動や言
葉がけを積極的に行っている姿が多く見られた【４】【５】。
また，願いや目的を共有している関係性がある中では，
言葉のやりとりなくしても，自然に仲間に加わり一緒に
かかわり合っていく姿が見られた。このような姿は，日々
の生活を通して互いに受け入れ合う，認め合う雰囲気が
あるためだと考えられる。
　かかわりを求める場面では，時に仲間入りを断られた
り，参加することに難しさを感じたりすることもある。
思いや考えがぶつかる状況で，もどかしさを感じ，かか
わり合える方法に考えを巡らしている姿も見られた。一
方，このような友達関係の様子や友達の思いなどを周り
の子どもが感じ取って，きっかけづくりの工夫をする姿
も見られた。その際，「入れて」，「いいよ」というパター
ン的なやりとりでなく，思いを察した言葉として，「〇〇
もやりたいって」と友達の思いを代弁したり，おもしろ
そうな材料や道具を持っている友達に目を向けて一緒に
使うなどの行動を起こして，周りの友達にも仲間入りを
受け入れるアピールしたりするような行動を表していた
【７】【８】【９】。もの・ことへのかかわりがうまくいか
ないときや友達がぶつかり合うような状況になったとき
にユーモアを交えたことを言ったり，笑顔で友達に答え
たりする姿が見られ，雰囲気を和らげようとしていた
【６】。これらは，子ども同士が，一緒にかかわり合える
関係性をつくろうという意識があっての言動だと考えら
れる。
　このように，一緒にかかわり合う中で，友達の思いや
考えを感じて，もの・ことへの働きかけを考えたり，期
待や願いを感じて楽しみにしたり，難しいことに一緒に
向き合うことを楽しんでいる。友達と時間や空間を共に
しているからこそ，感じることができ，かかわり合うこ
とができる。友達の存在が一人の自分の世界とは異なる
世界にふれる機会となり，自分の思いや考えを広げてい
くきっかけになっていると考える。
　学校探検やパーティーなどの幼小連携の活動場面では，
特に１年生が幼児を気遣う思いが表れた言葉や行動，雰
囲気づくりをしている姿が読み取れた。１年生が自分の
思いや考えをもつと同時に，自分よりも小さな相手はど
うだろうかと思いを巡らして，相手に対応したかかわり
を考えていることがわかる【８】。１年生が，幼児とかか
わることで，自分と他者の２つの視点で，もの・こと，
相手とのかかわりを見ようとする思いも高めたといえる。
　３）「Ⅲ　感じ合う・共感する」
　子どもが友達関係の中で，感じ合っているのは，相手
とかかわり合う中で起きているいろいろな出来事，もの
への思いや考えであろう。その思いや気付きなどを親し
い人やクラスの友達に伝えたい，知ってもらいたいとい
う姿は，事例の中で多く見られた【１０】。ある事例では，
同じ形をした積み木を順序よく並べる工夫をしていたと
ころ，大きな三角形のピラミッド状の構成物ができて
いった。友達と一緒にうまく作ることができた喜びと共
に，周りの友達にも見てもらいたい思いが高まり，みん
なが見ることができる場所に再び作る子どもたちの姿が
見られた。
　子どもは，友達と「〜なものを作りたい」と思いを共
にして作り，試行錯誤を繰り返す。その中で，うまくい
くかどうかと緊張を感じることもあれば，一緒に思いの
実現に向かう安心を感じたり，思いやイメージを重ね
合ったりし，互いに心が通じ合うような雰囲気を味わう
姿が見られた【１１】【１２】。
　さらに，一緒にもの・ことへの解決方法を考え，うま
くいったときの喜びや達成感を感じ合ったり，反対に「な
ぜかな」という疑問に向き合っていこうとしたりしてい
た。これらは，【１３】に示す友達との達成感や自信につ
ながっている。同じ時間，空間で思いや考えを共にして，
かかわっているからこそ生じる姿であると考える。
　感じ合う・共感するには，親しみや安心感，信頼感の
ある友達との関係性がもとになっている。その基盤のも
とに，時間，空間を共にしながら，友達や友達のするこ
とについて，「〜いう思いかな」，「ああ，こういう考えだ
な」とわかりたい思いをもってかかわることで，感じ合
い，共感することにつながっている。そして，それらが，一
人ひとりの考え，表現に生かされている。
　４）「Ⅳ　イメージや考えを共有する」
　それぞれのイメージや考えを伝え合うことで，一人で
はできないことにもチャレンジしていけるおもしろさや
期待感を感じて，もの・こととのかかわりを楽しむ姿が
見られた。かかわり合う友達の数も増えたり，もの・こ
とへのかかわりがダイナミックであったり，細やかなも
のであったり，追求を楽しむ姿が，事例に見られた。
　子どもたちは，ものの数や並べ方，転がり方など，もの・
ことの規則性の気付きを生かしながら，おもしろいもの
を作り出すために，試行錯誤を繰り返していた。自分の
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もつイメージや考えを言葉で表したり実物を見せたりし
ながら，友達に伝える姿が見られた。これらの姿は，言
葉と実物を組み合わせて伝え，より考えやイメージを自
分の中で明らかにして，友達とそれらの共有を図ろうと
考えていることがわかる。また，友達とイメージや考え
を共有する過程で，尋ねたり理由をつけて答えようとし
たりし，互いにもっている考えやイメージがつながり合
うように努めていた。試行錯誤の結果から，「きっと，〜
なるかも」，「〜したら，どうなるかな」と，具体的に試
す目的や，方法などを考え，一緒に行い確かめていこう
とする姿がよく見られた【１４】【１５】【１９】。また，見通
しが互いにもてるようになってくると，友達と役目を分
担しながら確かめ合うようになり，わかったことを一緒
に考える姿も見られた【１６】。ウサギの世話を友達と行
う場面で，ホースを使ってウサギ小屋の床をきれいにし
ようと，今までの経験をもとに友達にアドバイスを行っ
ていた。水の強さや道具の扱い方などについて，うまく
いく方法を伝え，小屋の中を手際よくきれいにするとい
う見通しをもって進めていこうとしていたのである。
　また，一人の子どもがキャベツの上にある「もの」へ
の気付きから，学級の多くの友達に疑問や新たな考えが
生まれ，何であるのかと考えを共有していこうとする姿
が見られた。関心をもった子どもたちが自分の体験をも
とにした知識を言葉で伝え，正体は何なのかを考えて
いった。言葉のやりとりだけでなく，実物の様子と結び
つけながら，理解していこうとしている姿が見られた
【１４】【１９】【２０】。
　科学的なものへの追究においてだけでなく，ファンタ
ジー世界やごっこ遊びにおいても，イメージや考えの共
有はとても重要な働きをしていると考える。子どもはも
の・こととのかかわりの中で，諸感覚から受けるイメー
ジを言葉や目に見える形や動きにして，友達に伝えて共
有していこうとしていた。例えば，事例の中では，自分
たちで作った木のある小さな広場をみんなで共有した場
にしたいという思いから，場所の名前づけが始まった。
森みたいであるという雰囲気を感じ，「森」という言葉に，
子どもたちがそれぞれのイメージをもとに伝え始め，さ
らにそれぞれのイメージをふくらませていく様子が見ら
れた。互いにイメージや考えを共有していく過程で，そ
れぞれの諸感覚がより働き，改めて感覚的に味わってみ
る姿は印象深い【１７】【１９】。そして，イメージの広がり
が，その後の遊びや活動の展開につながり，その後のごっ
こ遊びをさらにリアリティーを求めてつくり出していく
姿も見られた【１８】【２１】。
　このように，子どもは一人のイメージや考えで留まら
ず，共有していくことで新たなイメージや考えにつなげ
ていこうとしている。そして，自分のもつイメージや考
えを共有しようと努めており，友達のイメージや考えを
受けとめていこうともしている【２０】【２１】。イメージや
考えの共有によるもの・ことを追求したり，想像の世界
を広げたりしていくやりとりが，子どもたちの思考の過
程でヒントやアイディアとなり，思考が広がり深まって
いると考える。
　５）「Ⅴ　自分の思いや考えを伝える」
　子どもが，友達と一緒に考えたり，イメージを共有し
たりする過程で，互いの思いや考えが異なったり，ずれ
ていたりすることは，いろいろな状況で見られた。
　思いや考えが対立することで，感情的に自分の考えを
伝えたり，自分の考えにこだわったりすることもある
【２２】。自分の強い思いや，揺るがない考えから，強く
主張することで，理解を求めようとしていると考えられ
る。また，友達とのやりとりの中で，言葉を敏感に受け
とめ，自分のイメージや考えに合う言葉で伝え直して，
理解を求めるかかわりも見られた。言葉の世界が広がる
時期だからこそ，自分のイメージや考えに合う言葉を選
んで伝えていこうとしていると考える【２４】。一方，自
分の考えを伝え，わかってもらうために，友達の思いや
考えを受け入れて考える姿も見られた。例えば，「〜した
らどう？」，「…は，どう思う？」など，説得を試みて伝
える姿などである。また，伝え方を考えて，柔らかな言
い方や言葉遣いで応答する姿にも表れていた【２７】。
　互いの考えをどのように双方が受けとめていくかにつ
いて，協同的なかかわりがもつ意味は大きい。説得する
とき，一方の立場だけでは，話は平行線をたどってしま
い，解決にはなかなかつながっていかない。しかし，わ
かりやすいように考えを促していくような相手の立場か
らの視点が加わることで，双方とも思いや考えに改めて
振り返っていく姿が見られた【２２】【２５】【２６】。つまり，
どのような伝え方で思いや考えを伝えていくのかが，大
切になる。子どもは，自分の思いや考えを伝えるために
言葉，声色，表情，雰囲気など，考えてかかわろうとし
ていることがわかる。
　また，自分の難しいこと，疑問点を言葉にして伝え，
友達に助けや協力を求める姿が見られた。事例の中では，
プロペラの付いた大きな飛行機のイメージをもった子ど
もが，それを形にしようと，思いを巡らすがいい案がな
かなか見つけられず，自分のイメージを保育者や友達に
伝え，何とかイメージを実現していた。イメージは広が
るが，具体的な考えや，どんな方法が必要なのか，自分
ではわからず，友達に難しさを伝え，助けや協力を求め
ていったのである【２３】。結果として，イメージや考え
を友達や保育者と整理したり，実現が可能になるように
考え直したり，見通しをもったりし，飛行機づくりのイ
メージが新たにつくられていった。わからないことをわ
かりたいという思いをもとにした働きかけは，思考の過
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程で重要だと考える。なぜなら，発信することにより，
手助けや応答という協力を相手から得ることができ，自
分自身の中にも新たなイメージや考えが見えてくるから
である。このような疑問を投げかけ，応答し合える関係
性が，自分の思いや考えを伝える土台としてあることが
大切である。
　この応答し合える関係性は，自分の思いや考えを伝え
るときに理由づけして伝える姿にも表れていた【２５】
【２６】。事例より，ドングリのコースづくりを一緒に楽
しんでいた子どもたちの姿を紹介する。子どもたちは，
ドングリの転がり方やコースの傾斜や長さ，スタートの
仕方など，いろいろな視点から，そのコースをより楽し
くおもしろくしていきたいとかかわり合っていた。その
中で，ゴールまでなかなかたどりつかない状況にコース
の軌跡を手でたどり考えている友達に，周りの子どもた
ちもドングリの大きさを小さくするとどうかと，試行錯
誤と工夫を重ねていった。また，コースの形状から，傾
斜ができ，坂を上って転がれないのではないかと原因を
伝えている。自分が頭に考えていることを友達により確
かに伝えていくためには，言葉で表したり，思いや考え
のもとになっている理由を伝えたりしていることがわか
る。
　「…だから，〜考える」，「…したいのは，〜思っている
から」など，友達のかかわりや応答を見ながら，理由が
繰り返されたり，異なる言い方で説明し直されたりして
いる。つまり，相手がどのようにわかっているのかを感
じながら，伝えることを続け，理解を求めていこうとし
ていると考える。自分の思いや考えを伝えることは，一
方向でなく，子どもたちは，友達からの応答を求め，や
りとりを通して，自分の思いや考えをさらに伝えていこ
うとしている。
　６）「Ⅵ　提案する」
　自分がもの・ことにかかわり，感じた思いや考えを直
感的に伝えることで，友達や保育者，教師からの応答的
なかかわりや協力を得ることができる。子どもは，じっ
くりと考え，自分の中だけでなく周りの場や状況と結び
つけて，自分なりの考えを表わそうとしている姿が見ら
れた。つまり，友達と一緒に目的や課題に向かって，考
えていきたい，実現していきたいという願いが，提案す
る言動には含まれていると考える。事例から，「自分たち
のドングリを育ててみたい」，「どうすればつり合いの取
れたモビールになるのか」など，願いや目的という課題
があるときに，その課題に添った思いや考えを言葉に表
し，友達に伝えている姿が見られた。やりとりする友達
同士が，互いのイメージや考えを確かめ合って課題や願
いを実現していこうとしていることがわかる【２８】。こ
のような場合，伝える側は，その目的や願いと照らし合
わせながら考えを伝え，相手が理解しているかどうか尋
ねたり，説明を重ねて理解を促していこうと試みたりす
る姿が見られた。また，聞く側は，疑問を問いかけたり，相
手の考えを確かめたりするようなかかわりが見られた
【２９】【３０】。
　そして，友達とイメージや考えを共有し，一緒に考え
ることにより，「〜すれば，…なるのはいい考えだな」，
「なるほど，〜いうことか」など，よさに気付き，取り
入れて生かそうとしていた。友達の考えや行動を柔軟に
受け入れ合ったり，問いかけたりして，追究していく過
程で，互いのよさが広がり，さらに周りにも言葉やかか
わりによって広げられている【３１】【３２】。
　幼小合同の活動では，互いに課題を共有した上で，子
どもたちがかかわり始めていた。活動の内容を選んだり
決めたりするときに，１年生がリーダーシップを発揮し
つつ，「〜してみよう」と伝えたり，問いかけをして幼児
の思いや考えをくみ取ろうとしたりしていた。共有した
時間と空間の中で，楽しく気持ちよくかかわり合うこと
に考えを巡らしていたためと考える【３０】【３１】。
　このように，子ども同士が，課題や目的への見通しが
ある場において，活動全体をとらえながら，イメージや
考えを提案していくと考える。遊びや学びの中で，新た
な楽しみ，おもしろみ，可能性の含まれたもの・ことに
かかわるために，新たな課題や願いがつくり出されてい
くとき，協同的なかかわりが見られる。見通しをもって
考えを伝える，問いかけて賛同を得る，新たな考えを試
行する，情報を互いに共有していこうとする，リーダー
シップを取るなど，全体像をつかんだ思いや考えを提案
している。
　７）「Ⅶ　仲間意識を高めて関係性を広げる」
　集団性が高まってくると共に，一人では成し遂げられ
ないダイナミックさや緻密さを求め，遊びや学びをより
おもしろくしたいと考えている姿が見られた。例えば，
知恵と工夫を要する大きく複雑なトンネルづくりに向き
合った子どもたちの事例では，夢中になって仲間とトン
ネル掘りを行った。友達の提案する考えや行動に賛同し
たり，自分のできることを行ったり，挑戦する課題への
心意気と期待を共に感じ合っていることが伺えた【３３】
【３５】【３７】。友達と共に，夢中で向き合うにふさわしい
魅力あるトンネルづくりを通して，自分たちの大切なも
の，大切な場としての思いをふくらませ，一緒につくり
上げていく充実感，達成感を味わっている姿が読み取れ
た。仲間と一緒に充実感を感じているからこそ，思いを
持続し，根気強いかかわりが生み出されたと考える【３４】。
　友達のイメージや考えを受け入れていく姿や，自分の
考えにつないだり結びつけて考えたりする姿の中で，仲
間としての一体感を感じている子どもの姿が多く見られ
№３４ ７３
た【３３】【３５】【３６】。気の合う友達関係だけでなく，学
級の友達関係にまで，自分の思いや考えを広めていこう
とするのは，自分を学級の一人として意識し，また，そ
の一人であることの実感を心地よく感じていることにつ
ながっている。
　幼小接続期の子どもたちは，友達の存在を自分とは異
なる思いや考えをもった存在として認められるようにな
り，自分の世界を広げて考えていくこともできるように
なってきていると考える。友達を理解してかかわってい
こうとする意識が，仲間意識へとつながり，仲間関係の
中で，一人ひとりの知恵や技が互いに認められることで，
一人ひとりの思いや考えが重なり合った新しい関係性が
つくられる。つまり，一緒にかかわりを十分に楽しみ，
イメージや考えを共有し，目的や課題の実現に向かう中
で，仲間意識が子どもの中に広がっていくと考える。こ
のような仲間意識を感じる関係性のもとに，より思いや
考えを広げ深めていこうとする思考も促されていくと考
える。
　８）「Ⅷ　多様なつながりをもつ」
　事例の中では，自分たちのドングリを育てようと考え
始めたことをきっかけに子どもの視点が目の前のドング
リから，過去に植えられたドングリの木，先輩の年長児，
植樹した保育者の願いなどにふれていく姿が見られた。
子どもにとって，ドングリにかかわる視点が，一つでは
なく多様に広がりや深まりをもっていることがわかった。
過去を思い起こしたり，未来への期待をふくらましたり
して，今とかかわっていると考えるからである【３８】。
子どもたちの姿を見るとき，「今」のもの・ことや人とか
かわり，考えていると思ってしまいがちである。しかし，
そのもの・ことだけでなく，複雑に多様なものとのつな
がりをもっていることに目を向ける大切さがあると考え
る。
　つまり，子どもは，思考の過程において，時間軸や空
間を超えて考えを巡らしていると考える。目の前に見え
なくても，言葉のやりとりなどを通して時空間に思いや
考えを巡らせて，自分のイメージや考えをふくらませて
いるのである。その際に，一人でなく，友達と想像を言
葉にし，うなずいたり新たな発想を加えたりするからこ
そ，多様なつながりもイメージの豊かなものとなってい
るのではないだろうか。
　１年生の事例からは，自分のかかわる社会の広がりに
伴い，社会とかかわる人とのつながりにも目を向けられ
るようになっている姿が見られた。その場では，目に見
えない人とのかかわりが社会の中にあること，人が思い
をもち生活していることを感じて感謝し，自分の生活に
ついて考えるきっかけをつくっている【３８】。
　子どもたちは，友達と身近なもの・ことから感じた思
いや考えを自由に伝え，考え合う中で，周りの世界，社
会とのつながり，また過去・現在・未来とのつながりを
感じて考えを広げ深めていく可能性をもっていると考え
る。
Ⅴ．総合考察・今後の課題
１．総合考察
　本稿では，幼児期から児童期の幼小接続期における協
同性について明らかにすることを目的として，１９事例の
「思考する姿」と「協同性の姿」をコーディングによる
分析を行った。その結果，「協同性のカテゴリー」として，
３８の小カテゴリーと８つの大カテゴリー，「Ⅰ　関心を
もつ」，「Ⅱ　一緒にかかわり合う」，「Ⅲ　感じ合う・共
感する」，「Ⅳ　イメージや考えを共有する」，「Ⅴ　自分
の思いや考えを伝える」，「Ⅵ　提案する」，「Ⅶ　仲間意
識を高めて関係性を広げる」，「Ⅷ　多様なつながりをも
つ」を見出すことができた（表１参照）。
　８つの大カテゴリーには，友達，またはもの・ことへ
の関心をもつきっかけをもとに，情動の共有が生まれ，
イメージや考えを言葉に表すことにより，さらに共有す
ることを通して，願いや目的が生じて実現に向かってい
く方向性が見られた。
　子どもたちは，身近な生活や遊び，学習の中で，様々
なもの・こと，友達の考えや様子に目を向けている。そ
して，自分の体験や知識を思い起こし，それらに対して
直感的に何かを感じたり，自分の体験や知識との違いな
どを感じたりして，心を揺り動かしている。そして，「な
ぜ？」，「もっと知りたい」，「確かめてみたい」と，考え
始めようとする。「Ⅰ　関心をもつ」姿は，子どもが，周
りの友達や，その友達のしていることに心を動かし，能
動的なかかわりを生み出すきっかけとなっている。
　幼小接続期の子どもたちは，友達への関心が強く見ら
れ，「同じようにしてみたい」，「一緒にしたい」，「一緒だ
から，楽しくなる」といった思いをもってかかわってい
る。同じもの・ことを見たりふれたりしながら，感覚的
に感じたことを伝え合ったり，同じような雰囲気を味
わったりすることの心地よさを感じている。場や時間を
ともにして一緒に活動しているからこそ感じることであ
り，子どもたちが友達との親しみの関係性をつくり出す
ためにも「Ⅱ　一緒にかかわり合う」ことを求めている
と考える。
　そして，友達とのかかわり合う関係性がつくられてい
く過程で，友達への親しみや安心感，信頼感が感じられ
るようになり，さらに，もの・ことについて，楽しさや
おもしろさ，不思議さなどの思いを一緒にいる友達とわ
かち合おうとしている。「Ⅲ　感じ合う・共感する」姿で
ある。友達につい話しかけたり，「見て！」と知らせたり
して，同じもの・ことへの思いを共有する働きかけを起
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こしている。子どもがそれぞれの思いをもちながらも，
同じ場や時間，もの・ことを通して，感じ合うことや，
共感する思いをふくらませている。
　このような友達と感じ合い，共感するような情動的な
共有が，安心につながり，互いに考えや表現をさらに相
手に伝えたいと気持ちも高めていると考える。
　友達との情動的な共有をもとに，「一緒に〜を…してみ
たい」，「どうしたら，友達と〜を…できるかな」など，
かかわり合うもの・ことに向けて，課題や目的を見通し
たり，願いや期待をもったりするようになる。このよう
な場面では友達と直感的な言葉や動きで自分のイメージ
や考えを表すだけでなく，より相手に伝わることを意識
したかかわりが大切になってくる。「Ⅳ　イメージや考え
を共有する」姿は，幼小接続期の子どもにとてもよく見
られた。一人のイメージや考えで留めず，共有すること
で新たなイメージや考えにつなげていこうとしているた
めだと考える。自分と友達がそれぞれにもつイメージや
考えを受けとめ合うことで，互いに自分の体験や知識に
新たなものが加わる可能性や期待を感じているからでは
ないだろうか。
　しかし，イメージや考えを共有することは簡単なこと
ではない。なぜなら，目に見えないもの・ことの現象や
頭の中にある考えを表現する必要があるからである。そ
のために，動きによって表現することもあるが，言葉に
よる伝え合いが多くなる。イメージや考えに合う言葉を
自分の言葉の世界から見つけ出し，友達に伝えるのであ
る。これが，「Ⅴ　自分の思いや考えを伝える」姿である。
自分の思いや考えを伝えることは，わかってほしいとい
う相手への意識が働いている。伝えることは，一方向で
終わらず，子どもは，友達からの応答も求めている。伝
え合う場では，言葉を考えて言い換えたり，難しい状況
を変える工夫として和らいだ言葉を使ったり説得したり
する。このように，互いにイメージや考えを言葉で伝え
合うかかわりを通して，互いに理解して課題や目的を追
求し，願いの実現に向けて思考する意欲が高められてい
ると考える。
　イメージや考えを共有し，伝え合いの過程から，「Ⅵ　
提案する」という，さらに新たな考えの発展をめざした
かかわり合いへと高まっていく。提案する場合，子ども
同士が，課題や目的への見通しをもち，活動全体を見つ
めているとそれぞれのイメージや考えに立った発信でな
く，ある目的や課題，ある願いに向けた，それらの解決
や実現をめざす場に立って，自分のイメージや考えを提
案していると考えるためである。どのように伝えるとい
いか，自分と友達の考えを調整して，話し合いを進めて
いこうと工夫する姿が見られた。このような遊びや学び
の中で，もの・こととのかかわりに夢中になり没頭して
いく，追求を楽しむ過程で，新たな発見や課題について
試行錯誤し，友達と共に，それらの実現に向けた協同的
なかかわりとして発展させている。
　イメージや考えを共有した課題や目的，願いのもとに
実現をめざしていくためには，仲間関係の中で，一人ひ
とりの知恵や技が互いに認められることが大切である。
なぜなら，一人ひとりの思いや考えが，友達と共通性や
違いをもったりする中で，新しい考えも生まれてくるか
らである。そして，友達との新たな関係性もつくられる。
友達との信頼感や達成感，充実感を味わうことにより，
さらなる課題の探求や根気強い追求への力を生み出して
いる。これが，「Ⅶ　仲間意識を高めて関係性を広げる」に
示される姿である。
　さらに，仲間意識の高まりは，もの・こととの関係性
も高め，「Ⅷ　多様なつながりをもつ」ことにつながると
考える。子どもは，思考の過程において，時間軸や空間
を超えて考えを巡らしている。そして，友達とイメージ
や考えを言葉で表現し合い，同意や共感から，新たな発
想を生み出している。言葉のやりとりにより友達のもつ
多様なつながりと，自分のものとつながりを見出し，イ
メージや考えを豊かなものにしている。友達と身近なも
の・ことから感じた思いや考えを自由に伝え，考え合う
ことは，周りの世界，社会とのつながり，また過去・現
在・未来とのつながりを感じ考える可能性をもっている。
　このように，幼小接続期の思考の過程における協同性
の姿は，友達，またはもの・ことへの関心をもつきっか
けをもとに，情動の共有が生まれ，イメージや考えを言
葉によりさらに共有することを通して，願いや目的が生
じて実現に向けた仲間意識や多様な関係性につながると
いう方向性が見られた。
２．今後の課題
　本稿では，幼小接続期の協同性カテゴリーを見出すこ
とができたが，発達段階においての相違については，詳
しく検討できなかった。
　幼小接続期の事例数を増やして分析することにより，
幼児期５歳児から１年生の「協同性」の発達の流れが見
られるのかどうか，明らかにすることを今後の課題とす
る。
　また，幼小接続期の子どもの思考の広がりや深まりと
協同性とのかかわりについて，さらに検討を重ねたい。
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